
える乱流計測を用いたトロイダル方向のレイノルズスト

レスの増加が示された．

イオンと電子の臨界温度勾配と分布硬直性のセッ

ションでは，高速イオンによる乱流安定化効果につい

て，今まで評価に用いてきた局所モデルの適用範囲を

と比較することで検証された．

では大域版のジャイロ運動論コード と，与えられ

た乱流流束及び熱・粒子源から定常の密度・温度を解く

コード を組み合わせたシミュレーションが行われ

る．局所モデルは，電磁揺動が弱く，高エネルギー粒子

が存在しない時に大域的な描像を追えるが，高エネル

ギー粒子の存在下では大域ジャイロ運動論シミュレー

ションが必要であると議論された．また， の

入射実験により，アルファ粒子加熱を意識した 級

の高エネルギーイオンも熱輸送の改善に効果的であるこ

とが示された．尚，本装置間比較実験のセッションは当

初の目的をほぼ達成したため終了する．

ニューラルネットワークを用いたプラズマモデリング

のセッションでは，前回示された課題についてそれぞれ

改良点が報告された． モデルには水素同位体効

果が導入され， の 時のプラズマ予測がなさ

れた．重水素のみのモデルに比べ，電子温度と密度が下

がるという既存の実験観測と同じ傾向が示された．また，

のビッグデータを用いた モデル検証では，

モデルが対象としていない不安定モードが卓越している

プラズマを外すことで，実験の再現が改善することが示

された．ジャイロ運動論コード の非線形計算に

基づく代理モデルにより， 標準運転時と，摂動磁

場によりペデスタル部の圧力が減少した場合のエネル

ギー増倍率 が評価された．本合同研究活動も当初の目

的をほぼ達成したため終了する．

一般討論の時間では，今後取り組むべき研究項目につ

いて議論を行った． 級のプラズマにおける熱輸送

の理解と予測，不純物や同位体効果を入れた閉じ込め

モード遷移の物理とパワー予測等，いくつかの課題が共

有されたため，今後個別会合を設けるなどして新たな装

置間比較実験 合同研究活動を立ち上げる予定である．

（原稿受付日： 年 月 日）

こちら編集委員会です

【発表！ 年下半期の学会誌（ ～ 月号）で

もっとも多くダウンロードされた記事はこちら！】

恒例のプラズマ・核融合学会誌掲載記事の 閲覧状況です． 年 月から 月までに掲載された記事で，

掲載後 ヶ月間のダウンロード数が最も多かった記事を調べました．

年下半期のランキングでは， 名の若手核融合起業家による座談会「核融合スタートアップ創業者による座

談会～私はなぜ起業を選んだのか（後編）」に関する記事が高い注目を集め，ダウンロード数第 位を獲得しました！

前編は上半期のランキングでも第 位を獲得しました．次いで，サロン記事「新しい時代の核融合科学研究所」が

第 位となりました．第 位には解説記事「燃料粒子制御に向けた磁場閉じ込め核融合プラズマにおける粒子排気

のこれまでとこれから」がランクインしました．小特集「 複合材料の近年の進歩と展望」の記事も多くダウンロー

ドされました（ 件がランクイン）．なお，プラズマ・核融合学会誌の記事は下記 からご覧いただけます．

順位 掲載号 題目 第一著者（所属） 

第 位
サロン「核融合スタートアップ創業者による座談会～私はな

ぜ起業を選んだのか（後編）」

第 位 サロン「新しい時代の核融合科学研究所」
吉田善章

（核融合科学研究所）

第 位
解説「燃料粒子制御に向けた磁場閉じ込め核融合プラズマに

おける粒子排気のこれまでとこれから」

本島厳

（核融合科学研究所）

第 位
小特集「 複合材料の近年の進歩と展望」

「 ．航空産業向け 複合材料の開発」

中村武志

（株式会社 ）

第 位 解説「速波干渉・反射計による密度計測の新展開」
秋山毅志

（ ）

第 位 解説「光ファイバを用いた希薄動圧計測」
中山宜典

（防衛大学校）

第 位

小特集「反応性スパッタリング成膜による複合窒化物薄膜の

応用展開」

「 ．窒化物圧電薄膜のセンサ応用技術開発」

石田秀一（産業技術総

合研究所）

第 位
小特集「 複合材料の近年の進歩と展望」

「 ．事故耐性燃料被覆管材料としての 複合材料の開発」

檜木達也

（京都大学）

第 位
小特集「 複合材料の近年の進歩と展望」

「 ． の腐食とセラミックス防食技術の開発」

近藤創介

（東北大学）

第 位
研究論文「プラズマシミュレーションの新型コロナウイルス

感染症のモデリングへの応用」

佐々木明（量子科学技

術研究開発機構）
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プラズマ・核融合に関する会議・イベントなどの情報を学会 に掲載しています．

随時更新していますので，カレンダーへの掲載を希望される場合は，事務局まで

ご連絡ください．  
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